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　聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
　その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成２１年２月に認証を更新しました。
　国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）
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六
月
七
日（
金
）、聖
徳
大
学

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
を
挙

行
し
ま
し
た
。当
日
は
六
百
名

を
超
え
る
来
場
者
を
迎
え
、盛

大
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
来
賓
の
方
々
に
、生

徒
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
と
卒

業
生
の
活
躍
を
見
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
、

吹
奏
楽
・
管
弦
楽
・
合
唱
団
に

よ
る
想
園
歌
の
開
幕
前
演
奏
、

吹
奏
楽
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「
ジ
ブ
リ
メ
ド
レ
ー
」、ダ
ン
ス

部
に
よ
る
創
作
ダ
ン
ス「B

orn 
to sm

ile

」、そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
は
、聖
徳
祭
の
歌「
輝
く

絆
」の
全
校
生
徒
に
よ
る
合
唱

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
式
典
の
中
だ
け

で
は
な
く
、会
場
設
営
、校
舎
内

外
の
誘
導
な
ど
、運
営
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を
進
ん

で
こ
な
し
ま
し
た
。日
ご
ろ
、礼

法
で
学
ん
で
い
る「
和
の
精
神
」

と「
温
か
い
お
も
て
な
し
の
心
」

が
表
れ
て
い
ま
し
た
。来
場
者

の
控
室
に
は
、生
徒
全
員
が
一

人
ひ
と
り
緑
色
の
絵
具
で
手
形

を
押
し
、そ
こ
に
自
分
の
好
き

な
漢
字
を
書
き
込
ん
で
大
樹
を

表
し
た「
香
昭
樹（
創
立
者
・
川

並
香
順
先
生
と
前
学
園
長
・
川

並
弘
昭
先
生
の
名
前
か
ら
）」と

名
付
け
ら
れ
た
作
品
も
展
示
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、三
十
周
年
を
記
念
し

て
い
く
つ
か
の
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。特
別
棟
のW

i-F
i

ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
設
備
や
生
徒

が
自
由
に
使
え
る
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
の
Ｐ
Ｃ
設
置
、化
粧
室

の
改
修
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
充
実

と
と
も
に
、彫
刻
家
・
雨
宮
敬
子

先
生
作
の
川
並
弘
昭
先
生
の
胸

像
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

弘
昭
先
生
は
学
園
創
立
五
十

周
年
の
年
に
、
建
学
の
精
神

「
和
」を
受
け
継
ぐ
新
し
い
女
子

教
育
を
目
指
し
、中
学
校
・
高
等

学
校
を
松
戸
市
秋
山
に
開
校

し
、初
代
校
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。先
生
に
は
こ
の
生
徒
玄

関
で
、こ
れ
か
ら
も
幾
久
し
く

生
徒
た
ち
を
見
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
四
十
回
Ａ
Ｄ

Ｄ
Ｌ（
ア
メ
リ
カ

ン
・
ダ
ブ
ル
ダ
ッ

チ
・
リ
ー
グ
）世
界

選
手
権
が
、
六
月

十
三
日（
木
）か
ら

十
五
日（
土
）に
か

け
て
米
国
サ
ウ
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で

行
わ
れ
、
児
童
学

部
児
童
学
科
幼
稚

園
教
員
養
成
コ
ー

ス
二
年
の
相
澤
め
ぐ
み
さ
ん

が
所
属
す
る
チ
ー
ム「
Ｄ
Ｉ
Ａ

Ｎ
Ａ
」が
、オ
ー
プ
ン
部
門
で
総

合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
は
、二
本
の
縄

を
使
い
、向
か
い
合
っ
た
タ
ー

ナ
ー
と
呼
ば
れ
る
二
人
の
回
し

手
が
縄
を
内
側
に
回
し
、そ
の

中
で
ジ
ャ
ン
パ
ー
が
技
を
交
え

な
が
ら
跳
ぶ
、縄
跳
び
競
技
で

す
。結
成
七
年
目
と
な
る
Ｄ
Ｉ

Ａ
Ｎ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
は
四
人
で
、

平
成
二
十
三
年
一
月
の「
ダ
ブ

ル
ダ
ッ
チ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
オ
ー
プ

ン
」で
日
本
新
記
録
を
樹
立
し
、

世
界
選
手
権
出
場
権
を
獲
得
。

同
年
六
月
の
第
三
十
八
回
Ａ
Ｄ

Ｄ
Ｌ
世
界
選
手
権
で
高
校
生
部

門
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
優

勝
、ス
ピ
ー
ド
部
門
シ
ン
グ
ル

ス
・
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
、総
合
シ
ン

グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
と
大

躍
進
を
遂
げ
、翌
年
も
高
校
生

部
門
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
相
澤
さ
ん
を
含

む
三
人
が
出
場
し
、見
事
世
界

三
連
覇
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う

圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
つ
け
ま

し
た
。ま
た
、二
分
間
の
跳
躍
回

数
を
競
う
ス
ピ
ー
ド
部
門
で
は
、

四
百
二
十
六
回
と
い
う
世
界
新

記
録
も
打
ち
出
し
ま
し
た
。相

澤
さ
ん
は
主
に
タ
ー
ナ
ー
を
務

め
、「
次
の
目
標
は
ギ
ネ
ス
世

界
記
録
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

トロフィーを手にする相澤めぐみさん（左から２人目）

 
聖
徳
大
学
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

「
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
」挙
行

全校生徒による合唱

れ
ま
し
た
。『
み
ん
な
子

ど
も
宣
言
』は
、ア
ー
ト

パ
ー
ク
に
集
ま
る
す
べ

て
の
人（
子
ど
も
、学
生
、

大
人
ら
）が
子
ど
も
の
時

間
や
気
持
ち
を
共
有
す

る
こ
と
で
、新
た
な「
学

び
の
場
」を
創
造
す
る
こ

と
が
ね
ら
い
で
す
。

　

当
日
は
、猛
暑
に
も
か

か
わ
ら
ず
過
去
最
高
の

千
百
九
十
二
名
の
親
子

が
集
ま
り
、公
園
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
を
生
か
し
た
八

つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
一

日
楽
し
み
ま
し
た
。今
回
で
六

回
目
と
な
る
ア
ー
ト
パ
ー
ク

は
、松
戸
市
の
み
な
ら
ず
、東

京
や
埼
玉
か
ら
の
参
加
者
も

あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
同
様
、児
童
学
科
の
ゼ

ミ
等
と
、地
域
団
体（
ま
つ
ど

子
育
て
さ
ぽ
ー
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
、

松
戸
ま
ち
づ
く
り
会
議
、ア
ト
リ

　

七
月
七
日（
日
）、松
戸
中
央

公
園
で「
ア
ー
ト
パ
ー
ク
６
～

み
ん
な
子
ど
も
宣
言
～
」（
主
催

／
聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所
、

生
涯
学
習
研
究
所
）が
開
催
さ

式典の前の除幕式

児
童
学
科
二
年
・
相
澤
め
ぐ
み
さ
ん

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
で
世
界
三
連
覇
！！

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、ア
ト
レ

松
戸
に
あ
る「
く
ま
ざ
わ
書

店
」と
聖
徳
大
学
の
コ
ラ
ボ
企

画
と
し
て
開
催
さ
れ
、午
後
二

時
と
四
時
の
二
回
、各
三
十
分
、

子
ど
も
た
ち
の
前
で
絵
本
と

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
行

い
ま
し
た
。

　

お
客
さ
ま
よ
り「
面
白
か
っ

た
」「
二
回
と
も
観
に
来
ま
し

た
」「
通
り
が
か
り
で
し
た
が
、

聴
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

七
月
六
日（
土
）、ア
テ
レ
コ

研
究
部
が
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
し
た
。

アトレ松戸3階「いろどりステージ」にて

ピカソチックで絵具遊び

松
戸
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
集
結

「
ア
ー
ト
パ
ー
ク
６

～
み
ん
な
子
ど
も
宣
言
～
」開
催

エ
ミ
ル
ク
ル
、KE

Y
A

K
ID

S

―

ケ
ヤ
キ
ッ
ズ
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ま
つ
ど
工
房
）が
、企
画・
運
営

を
行
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、大
量
の

段
ボ
ー
ル
で
作
っ
た「
ピ
カ
ソ

チ
ッ
ク
」で
の
絵
具
遊
び（
大
成

ゼ
ミ
）、木
漏
れ
日
の
あ
る
空
間

を
生
か
し
た「
こ
も
れ
び
す
い

ぞ
く
か
ん（
柴
山
ゼ
ミ
）」、ス
ラ

イ
ム
遊
び（
細
戸
ゼ
ミ
）、新
聞

紙
等
で
帽
子
を
作
る「
い
か
れ

帽
子
屋（
野
上
ゼ
ミ
）」、KE

YA
-

K
ID

S

か
ら
の
発
案
を
園
児

や
学
生
ら
と
具
現
化
し
た「
お

か
し
な
家（
保
育
科
有
志
）」な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、造

形
教
室
ミ
ル
ク
ル
と
美
術
部

は
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。クルクル象バスパレード

聖
徳
大
学
×
く
ま
ざ
わ
書
店
　
コ
ラ
ボ
企
画

七
夕
絵
本
の
読
み
聞
か
せ 

in 

ア
ト
レ
松
戸
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聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
自
立
す
る
チ

カ
ラ
」を
育
む
た
め
、学
習
法
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
。学
生
の
皆
さ
ん
は
、教

員
、栄
養
士
、保
育
士
、演
奏
家
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指

し
て
、日
々
研
鑽
を
積
ま
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、学
生
の
皆
さ
ん
の

学
び
方
は
、果
た
し
て
、効
果

的
・
目
的
的
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、個
別
の
学
習
ア
ド

バ
イ
ス
の
ほ
か
、学
習
法
に
関

わ
る
各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催

し
て
い
ま
す
。テ
ー
マ
は
ご
覧

の
と
お
り
、学
習
法
全
般
に
関

わ
る
も
の
で
、自
ら
の
学
習
法

を
見
直
し
た
り
、新
た
な
学
習

　

六
月
八
日（
土
）、聖
徳
大
学

を
卒
業
し
、学
校
現
場
で
活
躍

し
て
い
る
現
職
の
先
生
方
を
迎

え
、今
年
も「
よ
う
こ
そ
先
輩
！

教
職
経
験
者
懇
談
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。会
の
冒
頭
に
は
、川

並
弘
純
学
長
、増
井
三
夫
副
学

長
、仲
瀬
律
久
児
童
学
部
長
か

ら
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、遠
く
は
札
幌
を
は

じ
め
三
十
余
名
の
現
職
の
先
生

方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、大
学

一
年
か
ら
四
年
ま
で
の
将
来
教

員
を
目
指
す
学
生
を
前
に
、現

場
の
充
実
感
や
課
題
、教
員
採

用
試
験
に
向
け
て
の
努
力
等
を

情
熱
的
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、会
の
後
半
に
行
わ
れ

た
地
区
別
懇
談
会
で
は
、一
カ

月
後
に
採
用
試
験
を
控
え
て

　

六
月
二
十
八
日（
金
）、「
第
二

回
学
内
合
同
企
業
就
職
説
明
会

in
聖
徳
大
学
」
を
一
号
館
メ

デ
ィ
ア
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
開
催
し

ま
し
た
。ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果

で
若
干
景
気
が
上
向
き
の
よ
う

で
す
が
、就
職
活
動
戦
線
は
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。こ
の
説
明
会
は
、
中

堅
・
中
小
企
業
へ
の
就
職
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
上

で
、企
業
と
学
生
の
出
会
い
を

一
つ
で
も
多
く
取
り
持
つ
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、企
業
二
十
社
と
ま

つ
ど
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
参
加
が
あ
り
、大
学
四
年
生
・

短
大
部
二
年
生
の
学
生
が
熱
心

法
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、こ
れ
ま
で
の
学
習

法
を
振
り
返
る
、い
わ
ば「
学
習

点
検
の
場
」と
し
て
も
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

学
習
は
個
人
で
行
う
こ
と
が

多
く
、ど
う
し
て
も
自
己
流
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。他
の
人

が
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い

る
の
か
な
ど
を
知
る
こ
と
は
、

自
分
の
学
習
に
も
幅
を
持
た
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。学
習
は

一
人
で
行
う
こ
と
が
多
い
で
す

が
、学
習
法
は
い
ろ
い
ろ
な
人

の
手
法
を
知
っ
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。「
急
が
ば
学
べ
」と

い
う
つ
も
り
で
、学
び
の
幅
を

広
げ
て
、自
分
の
学
習
法
、お
よ

び
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
る
四
年
生
が
先
輩
の
話
に
メ

モ
を
と
り
な
が
ら
真
剣
に
傾
聴

し
質
問
す
る
等
、「
先
輩
の
よ
う

に
な
り
た
い
」と
教
師
へ
の
夢

を
強
く
し
た
よ
う
で
す
。

　

教
育
実
践
セ
ン
タ
ー
は
、今
後

も
一
人
で
も
多
く
の
立
派
な
教

育
者
を
輩
出
で
き
る
よ
う
学
生

指
導
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

に
説
明
を
聞
き
ま
し

た
。企
業
の
方
か
ら

は
、
真
面
目
で
素
直

な
学
生
が
多
い
と
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

学
生
は
こ
の
説
明
会

を
き
っ
か
け
に
今
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
業

種
へ
も
視
野
を
広
げ
、

内
定
獲
得
を
目
指
し

ま
す
。

　

現
在
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
室
で
は
、
八
名

の
ス
タ
ッ
フ
と
一
名

の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
個
別
就
職

支
援
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

急
が
ば
学
べ
― 

学
習
法
の
点
検
を
！

聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

教
職
実
践
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

現職の卒業生を囲んで地区別懇談会

第4回のセミナーの様子

語学教育センターだより

　聖徳大学１号館４階にある語学教育センター（Language Education 
Center: LEC）では、6、7月と楽しい学習イベントを行いました。6月10日

（月）には、松戸市文化大使のリチャード・シュワーツさんをゲストスピー
カーに迎え、アメリカ文化
をスライドで紹介していた
だきました。また、持参の
ギターの伴奏で参加者全員
が英語の歌を練習し、30名
の参加者がお弁当を食べ
ながら楽しいひとときを過
ごしました。
　7月は七夕を祝って「英語
で短冊を書いてみよう！」キャ
ンペーンを行い、40名以上
の学生がそれぞれの希望や夢を英語で短冊に書いて、笹に飾ってくれま
した。中には「強くて、優しい人になりたい（I want to be a strong and 
kind person.）」と書いた学生も。
　LECは夏休みの間（ 8月5日（月）～9月19日（木）は、週3日、月・水・金の
11：00～16：00）もオープンしており、英語レッスン、英語に関する相談など
もすべて無料で行っています。

〈「学習の基本シリーズ」これまでのセミナーテーマ〉

第4回

第3回

第2回

第1回
回数

ゼロからわかるレポートの書き方
－評価されるレポートとは

役立つ文具大紹介
－勉強方法を見直しませんか

上手な時間の作り方
－1日を30時間にしてみませんか！！

大学生としてのノートテイク
－あなたのノートは大丈夫！？

テーマ

　6月22日（土）に千葉県総合スポーツセンター陸上競技
場において、「第６６回千葉県陸上競技選手権大会」が開催
されました。本学からは、菅生晶子（人間栄養学部人間栄養
学科1年）が10000ｍに出場し、4位に入賞しました。
　これにより、8月23日（金）に山梨県甲府市で開催される「第86回関東陸上競技選手
権大会」の出場権を獲得しました。例年、開催時期の甲府市は猛暑となるため、厳しい
戦いが予想されますが、昨年、菅生選手は本大会で優勝をしており、今年も万全を期
して2連覇に臨みます。　　『備えを以

も

って時を待ち、時を以
も

って事を興
おこ

す』
この他の陸上競技部の主な大会出場予定は下記のとおりです。

監督の部屋 ②
聖徳大学陸上競技部

ぜひ現地にご足労いただき、聖徳乙女たちに熱きご声援をよろしくお願いいたします。
大会予定・結果等の詳細は随時ホームページで

http : //www4 . hp-ez . com/hp/seitokuriku/page6

菅生選手（右）

　

六
月
一
日（
土
）、聖
徳
大
学

十
号
館（
生
涯
学
習
社
会
貢
献

セ
ン
タ
ー
）に
て
、聖
徳
学
園

菊
水
会
第
十
一
回
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。開
会
に
あ

た
り
、川
並
知
子
名
誉
会
長
か

ら
、「
人
の
輪（
和
）が
急
激
に

大
き
く
な
り
、人
間
関
係
が
希

薄
に
な
り
が
ち
だ
が
、年
月
を

積
み
重
ね
て
育
っ
て
き
た
こ

の
同
窓
連
合
会
が
さ
ら
に
発

展
し
て
い
け
る
よ
う
、し
っ
か

り
と
地
盤
を
固
め
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
川
並
弘
純
会
長
は
、

「
聖
徳
学
園
な
ら
び
に
聖
徳
学

園
三
田
幼
稚
園
は
創
立
八
十
周

年
、附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学

校
は
三
十
周
年
、そ
し
て
学
園

創
立
七
十
周
年
を
記
念
し
て
創

設
し
た
こ
の
菊
水
会
も
十
周

年
を
迎
え
た
。多
く
の
記
念
す

べ
き
年
の
始
ま
り
で
あ
る
」と

あ
い
さ
つ
し
、「
大
学
・
短
期
大
学

部
に
お
い
て
は
、過
去
に
入
学

者
数
が
減
少
し
た
年
も
あ
っ

た
が
、現
在
で
は
児
童
学
部
も

六
百
名
の
定
員
に
戻
り
、活
気

づ
い
て
い
る
。学
園
内
部
の
み
な

ら
ず
、
外
部
か
ら
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
卒
業
生
の
皆
さ

ま
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い

る
」と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、平
成
二
十
四
年

度
収
支
決
算
・
事
業
報
告
、
平

成
二
十
五
年
度
収
支
予
算
・
事

業
計
画
の
協
議
が
行
わ
れ
、本

年
度
の
事
業
計
画
は
、学
園
創

立
八
十
周
年
に
伴
う
学
生
・
生

徒
・
児
童
へ
の
支
援
寄
付
、
聖

徳
学
園
菊
水
会
ハ
ワ
イ
研
修

旅
行
、卒
業
生
へ
の
記
念
品
贈

呈
、各
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
に
お

け
る
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
配

布
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、同
窓
生
が
生
き
生

き
と
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ

う
、支
援
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
連
合
会「
聖
徳
学
園
菊
水
会
」

第11回評議員会（10号館11階会議室にて）

聖徳学園菊水会ホームページ
http://www.seitoku.jp/dosorengokai

ぜひアクセスしてください！！

第
十
一
回
評
議
員
会
開
催

第
二
回
学
内
合
同
企
業
就
職
説
明
会
in
聖
徳
大
学

ブースに分かれ、真剣にメモをとる学生たち

LECのサービスについて詳しく知りたい方は、いつでもご連絡ください。
TEL : 047-365-1111（内線：4044）

松戸市文化大使のリチャード・シュワーツさん

語学教育センターにゲストスピーカー！

よ
う
こ
そ
先
輩
！

「
第
六
回
教
育
経
験
者
懇
談
会
」

人間栄養学科1年・菅生さん
「関東陸上競技選手権大会」出場権獲得！

9月29日（日）
第19回 関東大学女子駅伝対校選手権大会

場所：印西市千葉ニュータウン周回コース
区間：６区間（３０．６km）
スタート時間：９：３０（東京電機大学）

9月15日（日）・16日（月・祝）
第24回 関東学生新人陸上競技選手権大会

場所：国立競技場
種目：1500ｍ・3000ｍ
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研
究
所
リ
レ
ー
連
載

聖
徳
大
学
言
語
文
化
研
究
所

第
21
回

所
長
の
伝
言
板

　

言
語
文
化
研
究
所
は
、今
年

度
、次
の
三
企
画
に
重
き
を
置

い
た
活
動
を
展
開
し
ま
す
。そ

の
一
つ
は
、大
学
生・短
大
生
の
た

め
の
講
演
会
で
す
。こ
れ
ま
で

研
究
所
の
企
画
は
、そ
の
ほ
と

ん
ど
が
一
般
市
民
、教
員
・
研
究

者
を
主
な
対
象
と
し
た
も
の
で

し
た
。し
か
し
、研
究
所
が
提
供

で
き
る
知
的
財
産
に
は
学
生
の

学
修
に
役
立
つ
も
の
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、今
年
度

か
ら
学
生
向
け
の
企
画
を
実
行

し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
は
七
月
十
一
日（
木
）

に
、所
長
の
私
が
企
業
へ
就
職

を
希
望
す
る
人
を
対
象
に「
現

代
社
会
が
必
要
と
す
る
日
本
語

力
」と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

十
月
～
十
二
月
に
は「
新
聞

と
こ
と
ば
」を
テ
ー
マ
に
し
て
三

回
連
続
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

十
月
五
日（
土
）は
、日
本
経
済

新
聞
社
の
小
林
肇
氏
に
よ
る

「
新
聞
が
で
き
る
ま
で
―
校
閲
の

仕
事
―
」、十
一
月
三
十
日（
土
）

は
、読
売
新
聞
東
京
本
社
の
関

根
健
一
氏
に
よ
る「
報
道
の
こ
と

ば
と
表
現
」、十
二
月
七
日（
土
）

は
、朝
日
新
聞
東
京
本
社
の
前

田
安
正
氏
に
よ
る「
世
相
を
映

す
こ
と
ば
」と
い
う
講
演
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、昨
年
度
に
続
く
国
際

比
較
言
語
文
化
論
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、来
年
二
月
に
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

所長 林 史典
　

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
取
得

す
る
た
め
に
は
、「
臨
地
実
習
」

（
学
外
実
習
）が
必
修
と
な
っ
て

い
ま
す
。人
間
栄
養
学
部
の
三

年
生
は
、六
月
に
二
週
間
の
日

程
で
、保
育
園
・
幼
稚
園
、学
校
、

事
業
所（
社
員
食
堂
）、高
齢
者

施
設
な
ど
の
給
食
施
設
に
お
い

て
管
理
栄
養
士
の
指
導
の
下
で

実
習
を
行
い
ま
す
。

　

実
習
内
容
は
、給
食
運
営
に

必
要
な
献
立
の
作
成
、調
理
作

業
、食
数
管
理
と
配
膳
な
ど
の
基

本
的
業
務
で
す
。さ
ら
に
、専
門

的
業
務
と
し
て
調
理
作
業
の
分

析
、調
理
従
事
者
へ
の
衛
生
教

育
、食
材
料
の
重
点
管
理
、喫
食

者
訪
問
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

実
習
の
目
的
は
、実
践
活
動

の
場
で
の
課
題
発
見（
気
づ
き
）・

問
題
解
決
を
通
し
て
、専
門
的

知
識
と
技
術
の
統
合
を
図
り
、

管
理
栄
養
士
と
し
て
備
え
る
べ

き
知
識
と
技
能
を
修
得
す
る
こ

と
で
す
。

　

各
実
習
施
設
の
巡
回
訪
問
で

は
、学
生
の
生
き
生
き
と
し
た

表
情
で
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。こ

の
実
習
が
き
っ
か
け
で
、今
ま

で
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
職

域
を
就
職
先
と
し
て
考
え
る
学

生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。八

月
か
ら
は
病
院
で
の
二
週
間
の

実
習
が
始
ま
り
ま
す
。臨
地
実

習
は
学
生
に
と
っ
て
、管
理
栄

養
士
に
必
要
な
実
践
力
の
修
得

と
と
も
に
、将
来
の
進
路
を
決

め
る
う
え
で
重
要
な
位
置
づ
け

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
中
旬
、恒
例
の
短
期
大

学
部「
学
外
研
修
Ⅱ（
北
海
道
研

修
）」が
、保
育
科
第
一
部
二
年

生
と
第
二
部
三
年
生
、総
合
文

化
学
科
二
年
生
、約
四
百
人
を

対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
研
修
は
、北
海
道
の
雄
大
な

自
然
と
独
自
の
文
化
を
体
感

し
、視
野
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
花
が
満
開
の

札
幌
を
ス
タ
ー
ト
し
、旭
川
、層

　

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
研
究
所

は
、六
月
二
十
二
日（
土
）、二
十 

三
日（
日
）の
二
日
間
に
わ
た
り
、

地
域
と
大
学
と
の
交
流
お
よ
び

学
生
と
地
元
企
業
の
協
働
の
機

会
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的

に
、「
聖
徳
大
学
楽
習
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３
―
第
十
五
回
生
涯
学

習
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ま
つ
ど
お
し

ご
と
デ
パ
ー
ト
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　

二
十
三
日
に
行
っ
た
生
涯
学

習
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
人
が
変
わ

る
。地
域
が
輝
く
。
～
生
涯
学
習

の
未
来
を
語
ろ
う
～
」を
テ
ー
マ

に
掲
げ
、明
石
要
一
千
葉
大
学

名
誉
教
授
に
よ
る「
子
ど
も
に

多
様
な
体
験
を
さ
せ
よ
う
～
ガ

雲
峡
、北
見
、小
清
水
原
生
花

園
、美
幌
峠
、摩
周
湖
、十
勝
川

温
泉
、襟
裳
岬
、登
別
温
泉
、小

樽
な
ど
の
都
市
や
観
光
地
を
訪

れ
ま
し
た
。最
初
の
見
学
は
北

海
道
開
拓
の
村
で
、夏
の
強
い

日
差
し
を
受
け
な
が
ら
、さ
ま

ざ
ま
な
建
物
を
見
学
し
、歴
史

を
感
じ
ま
し
た
。羊
ヶ
丘
展
望

台
で
は
、ク
ラ
ー
ク
博
士
像
を

前
に
同
じ
ポ
ー
ズ
で
記
念
撮
影

を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

リ
勉
じ
ゃ
な
か
っ
た
人
は
な
ぜ

高
学
歴
・
高
収
入
で
異
性
に
モ

テ
る
の
か
～
」と
題
し
た
記
念
講

演
を
実
施
し
ま
し
た
。続
い
て
、

「
市
民
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
」

「
女
性
と
ま
ち
づ
く
り
」「
子
育

て
タ
ウ
ン
～
地
域
体
験
で
親
子

が
育
つ
ま
ち
づ
く
り
～
」「
音
楽

と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」の
四

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、専
門

家
と
参
加
者
が
熱
心
に
意
見
を

交
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
に
本
学
十
号
館

で
開
催
し
、大
盛
況
だ
っ
た
子

ど
も
の
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
お
し
ご
と
デ
パ
ー
ト
」を
、今

年
は
伊
勢
丹
松
戸
店
に
場
を
移

し
て
実
施
し
ま
し
た
。二
日
間

と
も
に
、長
蛇
の
列
が
で
き
る

ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、約

三
千
五
百
人（
う
ち
子
ど
も
は

約
千
五
百
人
）の
来
場
者
を
迎

え
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
に
リ

ア
ル
な
職
業
体
験
を
提
供
す
る

　

広
々
と
し
た
道
路
や
畑
、車

窓
か
ら
望
む
牛
や
馬
、雄
大
な

山
々
、湖
の
青
な
ど
、学
生
た
ち

は
訪
れ
る
先
々
で
、素
晴
ら
し

い
北
海
道
の
景
色
を
楽
し
み
ま

し
た
。ま
た
、北
海
道
の
も
う
一

つ
の
楽
し
み
は
な
ん
と
い
っ
て

も
食
べ
物
で
す
。昼
間
は
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
ス
イ
ー
ツ
に

飛
び
つ
き
、夜
は

ホ
テ
ル
の
北
海

道
な
ら
で
は
の

食
材
を
使
っ
た

郷
土
料
理
、温
泉

な
ど
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修

は
、本
物
に
触
れ

る
体
験
、五
感
を

通
し
た
学
習
と

な
り
、
そ
し
て
、

ク
ラ
ス
の
仲
間

と
絆
を
一
層
深

め
る
旅
と
な
り

ま
し
た
。

こ
と
を
目
的
に
、百
貨
店
の
み

な
ら
ず
、地
元
企
業
に
協
力
い

た
だ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス

を
設
置
し
ま
し
た
。テ
レ
ビ
局

員
、郵
便
局
員
、デ
パ
ー
ト
ガ
ー

ル
を
は
じ
め
、警
察
官
、消
防
署

員
、職
人
な
ど
に
変
身
し
た
子

ど
も
た
ち
の
一
所
懸
命
な
姿
に
、

一
般
客
も
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て

い
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
本
学
児
童
学
科
の

神
谷
明
宏
准
教
授
と
齊
藤
ゆ
か

准
教
授
が
指
導
に
あ
た
り
、児

童
学
科
お
よ
び
生
涯
教
育
文
化

学
科
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

約
百
名
、企
業
・
行
政
参
加
者
が

約
四
十
名
、本
学
職
員
十
名
に

伊
勢
丹
従
業
員
を
加
え
た
、ま

さ
に
産
学
官
連
携
事
業
と
な
り

ま
し
た
。

　

六
月
二
十
一
日（
金
）、聖
徳

大
学
・
聖
徳
大
学
大
学
院
の
留

学
生
を
迎
え
、「
留
学
生
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
パ
ー
テ
ィ
ー
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

パ
ー
テ
ィ
ー
は
留
学
生
、日
本

人
学
生
、教
職
員
が
互
い
に
交

流
を
深
め
て
い
く
行
事
で
す
。

　

今
回
は
、常
盤
平
駅
前
に
あ

る
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
に
て
、留
学

生
が
日
本
人
学
生
や
教
職
員
と

チ
ー
ム
を
組
み
、ゲ
ー
ム
を
行

い
ま
し
た
。今
年
度
は
中
国
、韓

国
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
国
籍

が
多
様
に
な
り
ま
し
た
が
、日

本
以
外
の
ア
ジ
ア
で
は
ボ
ウ
リ

ン
グ
の
文
化
が
ほ
と
ん
ど
な
い

た
め
、新
入
留
学
生
は
全
員
が

未
経
験
者
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
ボ
ー
ル
の
持
ち
方

も
わ
か
ら
な
い
学
生
ば

か
り
で
し
た
が
、先
輩

の
留
学
生
や
教
員
に

ボ
ー
ル
の
選
び
方
や

ル
ー
ル
を
教
わ
り
な
が

ら
、だ
ん
だ
ん
と
コ
ツ

を
つ
か
み
、二
ゲ
ー
ム

が
終
わ
る
こ
ろ
に
は

「
ま
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
を

し
た
い
！
」
と
す
っ
か

り
気
に
入
っ
た
よ
う
で

し
た
。一
位
の
日
本
人

学
生
の
成
田
水
月
さ
ん

（
児
童
学
科
二
年
）に
は

豪
華
景
品
が
、他
の
学

生
に
は
参
加
賞
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
を
満
喫
「
学
外
研
修
Ⅱ
」

楽
習
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

「
第
十
五
回 

生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
ま
つ
ど
お
し
ご
と
デ
パ
ー
ト
」

大
盛
況
！

初
体
験
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

5メートルもある昆布に触れました（襟裳岬から登別に向かう車中）

見事に決まったジャンプ（百人浜）

講演する明石要一先生

昨年に続き実施したボウリングは、今年も大好評！

言
語
文
化
研
究
所
、

今
年
度
の
企
画

　６月３０日（日）、学生寮でパン
ケーキフェアを開催しました。
これは朝食バイキングの一貫で、
なんとパンケーキ・フルーツ・
ホイップクリーム・チョコクリー
ムが食べ放題！
　今はやりのパンケーキに寮
生たちは大喜びでした。寮生た
ちは、それぞれ好きなようにパ
ンケーキをデコレーションし
ていました。
　７月には、毎年大好評の「夏
祭り」が開催されました。やき
そばやフランクフルトなどが
登場しました。

管
理
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
の「
臨
地
実
習
」が
ス
タ
ー
ト実際に学生が実習先（保育園）で考えた献立

（タコライス、れんこんツナサラダ、オクラコンソメスープ）

大学・短大学生寮の「パンケーキフェア」

人
間
栄
養
学
部

スーパーマーケットでの試食販売を体験



第67号 （4）平成25年8月1日（木）学園創立80周年

　

五
月
二
十
七
日（
月
）よ
り
六

月
八
日（
土
）ま
で
、保
育
科
第

一
部
二
年
生
は
二
回
目
の
保
育

実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の

実
習
は
、今
ま
で
机
上
で
積
み

上
げ
て
き
た
学
び
を
保
育
現
場

に
て
実
践
し
、保
育
士
と
し
て

の
学
び
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
の
発

達
、保
育
士
の
言
葉
か
け
や
援

助
、さ
ら
に
は
家
庭
や
地
域
に

お
け
る
保
育
の
現
状
を
学
び
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
応
じ
た
判

断
力
や
理
解
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
等
を
一
人
ひ
と
り
が
目
標

と
し
、心
と
体
を
フ
ル
回
転
さ

せ
な
が
ら
実
習
を
す
る
二
週
間

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、部
分
実
習
や
責
任
実

習
な
ど
、一
年
生
の
保
育
実
習

で
は
経
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
、こ
の
実
習
で
経
験
し
ま
す
。

事
前
の
学
習
や
準
備
を
基
盤
と

し
て
、年
齢
に
合
っ
た
計
画
を

立
て
、実
践
し
、先
生
方
と
一
緒

に
振
り
返
り
、反
省
す
る
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

保
育
の
素
晴
ら
し
さ
や
難
し
さ
、

奥
深
さ
を
実
感
し
、子
ど
も
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
の
で

き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

学
生
た
ち
は
、保
育
所
の
役

割
を
肌
で
感
じ
取
り
、そ
の
た

め
に
必
要
な
保
育
者
と
し
て
の

資
質
を
学
び
と
る
た
め
、日
々

努
力
し
て
い
ま
す
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

　

六
月
二
日（
日
）、附
属
女
子

中
高
第
一
体
育
室
に
て
第
二
十 

八
回
合
唱
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
年
度
も
生
徒
の
意
気
込

み
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。昨
年
は
、合
唱
祭
が
終

了
直
後
に
次
年
度
の
曲
目
を
考

え
る
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、創
立
三
十
周
年
記

念
行
事
が
六
月
七
日（
金
）に
控

え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の

準
備
と
合
唱
祭
練
習
が
平
行
し

て
行
わ
れ
、生
徒
は
練
習
時
間

の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、高
校
三
年
生
は
合
唱
祭
本

番
の
二
日
前
に
校
外
学
習
か
ら

戻
る
と
い
う
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
も
あ
り
、集
中
力
を
高
め

る
こ
と
に
苦
心
し
ま
し
た
。

　

聖
徳
大
学
か
ら
は
、音
楽
学

部
の
八
杉
忠
利
演
奏
学
科
長
、

山
本
真
同
学
科
長
補
佐
に
加

え
、「
マ
イ
バ
ラ
ー
ド
」の
作
曲

者
で
あ
る
松
井
孝
夫
音
楽
総

合
学
科
准
教
授
が
審
査
に
加

わ
り
ま
し
た
。偶
然
、プ
ロ
グ
ラ

ム
一
番
は
、二
年
Ｂ
組
の「
マ
イ

バ
ラ
ー
ド
」の
合
唱
で
始
ま
り

ま
し
た
。明
る
く
さ
わ
や
か

な
歌
声
で
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
、

一
番
手
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
は

ね
の
け
、
見
事
な
合
唱
を
披

露
し
ま
し
た
。こ
の
合
唱
に
刺

激
さ
れ
、後
に
続
く
す
べ
て
の

ク
ラ
ス
の
発
表
は
と
て
も
見
事

で
し
た
。

　

川
並
芳
純
校
長
の
開
会
式
で

の
話
の
よ
う
に
、「the spirit 

of harm
ony

」が
す
べ
て
の

発
表
に
生
か
さ
れ
た
合
唱
祭
と

な
り
ま
し
た
。

第
二
十
八
回
合
唱
祭
を
終
え
て

「
伸
び
率
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
！
」の
秘
密
と
は

ぜ
ひ
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
へ

　

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校
で
は
、「
学
力
伸
長
」と
「
女
子
教
育
」の
成
果（
卒
業
生

に
対
す
る
国
公
立
大
学
お
よ
び

難
関
私
立
大

学
の
合
格
者

比
率
は
、こ
こ

数
年
加
速
度

的
に
伸
び
続

け
て
お
り
、平

成
二
十
五
年

度
は
、二
十
五

％〔
三
年
間
で

約
四
倍
〕で
過

去
最
高
と
な

る
記
録
を
達
成
す
る
と
と
も

に
、理
系
比
率
が
増
加
す
る
な

ど
進
路
の
拡
充
、多
様
化
が
大

き
く
進
ん
だ
こ
と
な
ど
）が
高

く
評
価
さ
れ
、中
学
は
二
年
連

続
、高
校
は
四
年
連
続
で
入
学

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、今
年
も「
伸
び
率
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
！
の
秘
密
を
探
る
」を
テ
ー

マ
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、取
手
聖

徳
の
教
育
力
を
生
か
し
、実
際

に
近
い
形
で
の
授
業
体
験
を
は

じ
め
、部
活
体
験
・
見
学
、食じ

き
ど
う堂

で
の
会
食
体
験
を
実
施
。施
設

見
学
、寮
見
学
、独
自
の
学
習
支

援
シ
ス
テ
ム（
中
学
・
個
別
プ
リ

ン
ト
学
習
、
高
校
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
学

習
）体
験
、制
服
試
着
＆
記
念
撮

影
な
ど
も
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、

教
職
員
と
の
個
別
相
談
の
他
、

在
校
生
や
在
校
生
の
保
護
者
と

の
フ
リ
ー
ト
ー
ク（
教
職
員
は

同
席
し
ま
せ
ん
）も
ご
用
意
。

　

授
業
体
験
講
座
は
、中
学
で

は
、「
ス
ラ
イ
ム
時
計
を
つ
く
ろ

う（
理
科
）」「Let's Experience 

Ibunka Class

（
英
語
）」「
小
学

生
に
も
解
け
る
大
学
入
試（
数

学
）」な
ど
。高
校
で
は
、「
徒
然

草
を
読
む（
国
語
）」、「
無
理
数

ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム（
数
学
）」「
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
謎
を
探
る（
社
会
）」

な
ど
。講
座
内
容
は
実
施
日
程

で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

一
部
二
年
生

夢
の
実
現
に
向
け
て
二
回
目
の
保
育
実
習

　

五
月
十
五
日（
水
）か
ら
十
七

日（
金
）の
間
、東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
に
お
い
て
、「
第
二
回
ベ
ー
カ

リ
ー
素
材
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
・
第
一
回

洋
菓
子
素
材
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」が
開

催
さ
れ
、人
間
栄
養
学
部
人
間

栄
養
学
科
、短
期
大
学
部
総
合

文
化
学
科
が
出
展
し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
は
、パ
ン
、洋

菓
子
の
素
材
、酵
母
、包
装
資

材
、製
造
装
置
な
ど
の
専
門
展

示
会
で
、本
学
は
日
ご
ろ
の
研

究
や
地
元
企
業
等
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
取
り
組
み
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

人
間
栄
養
学
科
は
、吉
田
真

美
ゼ
ミ
と
林
徹
ゼ
ミ
が
研
究
成

果
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。吉

田
ゼ
ミ
は
、「
豆
類
を
材
料
に
し

た
洋
菓
子
の
試
作
」と
題
し
た

発
表
を
行
い
、学
生
が
研
究
内

容
を
説
明
し
ま
し
た
。同
時
に
、

本
学
の
調
理
実
習
室
で
調
理
し

た
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
バ
タ
ー
ク
ッ

キ
ー
、ヒ
ヨ
コ
豆
の
ケ
ー
キ
、黒

豆
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
を
試
食
用
と
し

て
提
供
し
ま
し
た
。

　

林
ゼ
ミ
は
、「
糊
化
澱
粉
が
な

け
れ
ば
米
粉
パ
ン
は
美
味
し
く

な
い
」と
題
し
た
発
表
を
行
い

ま
し
た
。「
小
麦
粉
の
一
部
を
炊

飯
米
で
置
換
し
た“
ご
は
ん
パ

ン
”の
美
味
し
さ
に
は
、炊
飯
時

に
糊
化
し
た
澱
粉
の
存
在
が
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
」と
い
う

研
究
内
容
や
成
果
を
学
生
が
説

明
し
ま
し
た
。

　

総
合
文
化
学
科
は
、地
域
の

企
業
等
と
連
携
し
、千
葉
県
内

の
食
材
を
用
い
て
弁
当
や
メ
ロ

ン
パ
ン
な
ど
を
開
発
し
た「
千

産
千
商
」の
取
り
組
み
と
、社
会

に
出
る
た
め
の
仕
事
力

を
養
成
す
る
授
業
の
紹

介
、製
菓
ブ
ラ
ン
チ
の
学

生
が
作
っ
た
焼
き
菓
子

と
苺
ジ
ャ
ム
、メ
ロ
ン
パ

ン
等
を
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、来
場
さ
れ
た
方
に

は
、「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

ク
ッ
キ
ー
」を
配
布
し
ま

し
た
。

　

三
日
間
で
本
学
ブ
ー

ス
へ
の
来
場
者
は
千
五 

百
名
を
超
え
ま
し
た
。そ

し
て
、
本
学
の
教
育
・
研

究
内
容
に
関
心
を
持
っ

た
多
く
の
企
業
関
係
者
か
ら
、

共
同
研
究
や
連
携
に
つ
い
て
の

お
話
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、求

人
の
依
頼
も
数
社
か
ら
あ
り
、

学
生
の
就
職
活
動
に
も
役
立
つ

な
ど
、今
後
の
発
展
に
つ
な
が

る
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

「歌声の響く学園」の伝統が生かされました

聖徳大学のブース

生
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

い
わ
れ
る「
第
二
十
七
回

ユ
ニ
バ
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
」

が
、七
月
上
旬
に
ロ
シ
ア
連
邦

タ
タ
ー
ル
ス
タ
ン
共
和
国
の
首

都
カ
ザ
ン
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。私
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
ユ
ニ
バ
シ

ア
ー
ド
委
員
を
務
め
て
い
る
関

係
で
、陸
上
競
技
日
本
代
表
選

手
団
役
員
の
役
目
を
仰
せ
つ
か

り
、監
督
・
コ
ー
チ
の
相
談
役
と

し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
、競
技
者
・
指
導
者
と
し

て
世
界
の
多
く
の
国
々
を
訪
問

し
ま
し
た
が
、ロ
シ
ア
は

今
回
が
初
め
て
で
し
た
。

◆
世
界
の
学
生
の
陸
上
競

技
は
、
ア
メ
リ
カ・
ロ
シ

ア・中
国・日
本
が
中
心
で
、メ
ダ

ル
は
そ
の
四
カ
国
が
分
け
合
っ

て
い
る
状
態
で
す
。ユ
ニ
バ
シ

ア
ー
ド
競
技
大
会
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
の
一
環
で
、日
本
は
毎
回
最

強
チ
ー
ム
を
編
成
し
、送
り
出

し
て
い
ま
す
。今
回
は
地
元
ロ

シ
ア
が
最
強
チ
ー
ム
で
臨
ん
で

き
ま
し
た
。

◆
ア
メ
リ
カ
・
中
国
は
政
治
的

事
情
か
不
明
で
す
が
、有
力
選

手
は
少
数
で
、結
局
ロ
シ
ア
と

日
本
の
戦
い
の
様
相
で
し
た
。

結
果
は
、金
メ
ダ
ル
三
個
、銀
メ

ダ
ル
四
個
、銅
メ
ダ
ル
五
個
を

獲
得
し
、八
位
以
内
の
入
賞
も

数
多
く
あ
り
ま
し
た
。特
に
、八

月
に
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
る

世
界
陸
上
に
選
ば
れ
て
い
る
選

手
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

次
回
は
二
年
後
に
台
湾
の
台
北

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。日

本
は
台
湾
で
も
十
分
戦
え
る
目

途
は
立
っ
て
い
ま
す
。

◆
カ
ザ
ン
は
モ
ス
ク
ワ
か
ら
東

南
八
〇
〇
㎞
に
位
置
し
、ど
ち

ら
か
と
い
う
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

共
和
国
に
近
く
、中
央
ア
ジ
ア
の

風
土
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

緯
度
的
に
は
北
海
道
よ
り
北
に

あ
り
、寒
く
長
い
冬
と
、乾
燥
し

た
白
夜
の
夏
が
あ
り
ま
す
。競

技
場
の
す
ぐ
近
く
に
は
、ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
の「
カ
ザ
ン
・
ク

レ
ム
リ
ン
」が
あ
り
ま
し
た
。通

貨
は
ル
ー
ブ
ル
で
、換
金
で
き
る

の
は
ユ
ー
ロ
か
Ｕ
Ｓ
ド
ル
の
み

で
円
は
ま
っ
た
く
使
え
ま
せ
ん
。

◆
日
本
か
ら
カ
ザ
ン
に
行
く
た

め
に
は
、モ
ス
ク
ワ
に
ア
エ
ロ

フ
ロ
ー
ト
の
直
行
便
で
行
き
、

数
時
間
待
っ
て
カ
ザ
ン
行
き
に

乗
り
換
え
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。帰
り
も
モ
ス
ク
ワ
で
七
時

間
待
た
さ
れ
、や
っ
と
成
田
に

降
り
立
ち
、長
い
十
日
間
の
旅

が
終
わ
り
ま
し
た
。

（
本
学
児
童
学
部
教
授
・
専
門
分

野
は
体
育
・ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
学
）
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ら
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ら
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ら
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ら
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ら

研
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ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら
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か
ら
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究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら
第 回16
永
井
　
純

カ
ザ
ン
で
の
ユ
ニ
バ
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会

学

取手聖徳女子中学校・高等学校ホームページ
http://www.seitoku.jp/toride/

中学オープンスクール
　8／4（日）・10／14（月・祝）
高校オープンスクール
　8／3（土）・8／25（日）・
　10／14（月・祝）

人
間
栄
養
学
科
・
総
合
文
化
学
科

「
ベ
ー
カ
リ
ー
素
材
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

　
　

洋
菓
子
素
材
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
出
展

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

カザン・クレムリンにて

カザンの地図

い
ず
れ
も
午
前
１０
時
開
始
、
取
手
駅
・
守
谷
駅
か
ら
無
料

送
迎
バ
ス
運
行（
車
で
の
ご
来
校
も
可
）。
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本
校
で
は
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
の
全
学
年
が
、長
野

県
佐
久
市
に
あ
る
聖
徳
学
園

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
か
す
が
の

森
」に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
学
習
を
行
い
ま
す
。今
回
は

二
・
五
年
生
、三
・
四
年
生
、一
・

六
年
生
の
三
班
に
分
か
れ
て

六
月
上
旬
に
校
外
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

自
然
観
察
、松
本
城
を
は
じ

め
と
す
る
歴
史
的
建
造
物
の

見
学
、飯
盒
炊
さ
ん
、キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
、そ
し
て
共
同
で

生
活
す
る
こ
と
の
難
し
さ
と

楽
し
さ
を
体
感
す
る
こ
と
で
、

児
童
た
ち
の
内
面
が
大
き
く

変
容
し
て
い
き
ま
し
た
。特
に

　

二
〇
一
一
年
の
八
月
に
、初

め
て
行
わ
れ
た「
わ
く
わ
く
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
」。好
評
に
つ
き
、

翌
年
か
ら
七
月
と
八
月
の
二
回

の
開
催
と
な
り
、今
年
で
三
回

目
の
夏
を
迎
え
ま
し
た
。「
礼

六
年
生
と
も
な
る
と
教
員
が

何
も
言
わ
な
く
て
も
一
年
生
の

お
世
話
を
自
ら
進
ん
で
行
っ

て
く
れ
ま
し
た
。普
段
か
ら
縦

割
り
班
で
あ
る「
明
和
班
」の

活
動
を
行
っ
て
い
る
本
校
な

ら
で
は
の
光
景
で
す
。

　

最
終
日
に「
こ
の
校
外
学
習

で
何
を
学
ん
だ
の
か
」、
そ
の

成
果
を
発
表
す
る
機
会
を
設

け
ま
し
た
。六
年
生
は
、
台
本

を
使
わ
ず
に
、頭
の
中
で
考
え

た
こ
と
を
発
表
し
て
い
き
ま
す
。

あ
る
児
童
は
、「
私
は
妹
と
一

緒
に
こ
の
校
外
学
習
に
参
加

し
ま
し
た
。表
情
が
暗
か
っ
た

妹
が
、
班
長
さ
ん
と
の
か
か

わ
り
合
い
の
中
で
、だ
ん
だ
ん

法
」「
実
験
」「
運
動
」「
工
作
」「
入

試
問
題
体
験
」、そ
し
て
食
堂
で

の
お
い
し
い
デ
ザ
ー
ト
提
供
か

ら
始
ま
っ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
で
す
が
、昨
年
は「
英
語
」「
料

理
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」、今
年
は

「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」「
ハ
ン
ド

ベ
ル
」が
加
わ
り
、合
わ
せ
て
十

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

特
に
人
気
な
の
が
、佐
藤
幸

雄
校
長
が
自
ら
教
壇
に
立
つ

「
実
験
あ
そ
び
」で
す
。ド
ラ
イ

ア
イ
ス
な
ど
を
使
っ
た
実
験
の

楽
し
さ
と
、校
長
先
生
の
人
柄

と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、人
気

ナ
ン
バ
ー
１
を
獲
得
し
て
い
ま

す
。ま
た
、入
試
本
番
さ
な
が
ら

に
行
わ
れ
る「
入
試
問
題
体
験
」

も
人
気
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は「
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
と
て
も
楽
し
く
参
加

で
き
ま
し
た
。保
護
者
と
し
て

明
る
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
こ
そ
が
校
外
学
習
の
成

果
だ
と
思
い
ま
す
」
と
素
晴

ら
し
い
発
表
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

自
身
や
仲
間
た
ち
の
変
容

ぶ
り
に
気
づ
き
、そ
れ
を
互
い

に
認
め
合
う
こ
と
で
豊
か
な

学
び
と
な
り
ま
し
た
。

は『
入
試
問
題
体
験
』で
本
番
の

よ
う
な
雰
囲
気
を
経
験
で
き
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
は『
運
動
』の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
一
番
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

先
生
方
が
、子
ど
も
目
線
に
な

っ
て
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ
た

姿
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
」「
普
段
体
験
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
礼
法
を
体
験
が
で
き
、

娘
は
お
茶
を
お
か
わ
り
す
る
ほ

ど
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
」「
温
か
い
先
生
方
に

お
会
い
で
き
、教
育
方
針
や
施

設
環
境
を
確
認
し
、改
め
て
、第

一
志
望
校
と
し
て
受
験
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
」な
ど
、う
れ
し

い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

八
月
二
十
五
日（
日
）に
は
、

こ
の
夏
二
回
目
の
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ

親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。本

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、お
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。

体育館でのキャンドルサービス

実験あそび

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

第
二
十
八
回 

望
月
校
外
学
習

わ
く
わ
く
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
夏
で
す
！

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
三
年 

浦
野
り
ょ
う
さ
ん

「
ス
マ
イ
ル
と
う
ほ
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

茨
城
県
代
表
と
し
て
参
加

未
来
に
つ
な
ぐ
記
憶
の
バ
ト
ン

　

六
月
二
十
九
日（
土
）、共
同

通
信
社
と
の
合
同
復
興
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ス
マ
イ
ル
と
う

ほ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
、岩
手

県
一
関
市
・
陸
前
高
田
市
に
お

い
て
実
施
さ
れ
、中
学
三
年
生

の
浦
野
り
ょ
う
さ
ん
が
茨
城
県

の
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
東

北
に
笑
顔
を
広
げ
、そ
の
笑
顔

を
日
本
中
に
届
け
る
」と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、東
北
の

三
つ
の
新
聞
社
が
手
を
取
り
合

っ
て
被
災
地
に
笑
顔
を
広
げ
、

日
本
中
に
東
北
の
元
気
を
発
信

し
て
い
く
運
動
で
す
。

　

復
興
が
道
半
ば
で
あ
る
中
、

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
日
本

各
地
の
中
学
生
が
被
災
地
を
訪

問
し
、写
真
と
文
字
を
通
し
て

被
災
地
の『
い
ま
』を
レ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
で
何
か
を
感
じ
、戻

っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

浦
野
さ
ん
の
報
告（
一
部
抜

粋
）を
紹
介
し
ま
す
。

　

震
災
か
ら
二
年
が
過
ぎ
た
六
月
、

私
は「
ス
マ
イ
ル
と
う
ほ
く
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
取
材

の
た
め
に
岩
手
県
陸
前
高
田
市
を

訪
れ
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
、

き
ち
ん
と
役
割
を
果
た
せ
る
か
不

安
に
な
り
、少
し
で
も
東
北
の
現
状

を
知
る
た
め
に
震
災
関
係
の
本
を

探
し
て
み
ま
し
た
。す
る
と
、ど
の

書
店
で
も
ほ
ん
の
数
冊
し
か
取
り

扱
っ
て
お
ら
ず
、な
ん
だ
か
少
し
寂

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
八
日
、取
材
に
向
け
た

事
前
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
た
め
、全

国
か
ら
五
名
の
中
学
生
が
集
ま
り

ま
し
た
。最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

同
じ
目
的
を
持
つ
仲
間
同
士
す
ぐ

に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。取
材
で
の
質
問
に
つ
い
て
打
ち

合
わ
せ
た
時
に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
状
況
を
聞
き
た
い
」

　
「
当
時
の
気
持
ち
や
、今
は
復
興

に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
る
か
を
聞
き
た
い
」な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
あ
り
、自
分
と
は
違
っ

た
視
点
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。そ
し
て
、出
発
の
時
に

長
野
校
長
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た

「
被
災
地
の
様
子
を
よ
く
見
て
き
て

く
だ
さ
い
。そ
し
て
広
く
発
信
し
て

く
だ
さ
い
。そ
の
発
信
を
受
け
取
っ

た
多
く
の
人
が
被
災
地
に
思
い
を

寄
せ
る
で
し
ょ
う
」と
い
う
言
葉
を

思
い
出
し
ま
し
た
。「
同
じ
も
の
を

見
て
も
そ
れ
ぞ
れ
人
の
感
じ
方
は

違
う
も
の
。だ
か
ら
、自
分
の
言
葉

で
素
直
に
表
現
す
る
こ
と
、発
信
す

る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。自
信
を
持

っ
て
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
精
い

っ
ぱ
い
や
り
き
ろ
う
」と
決
心
し
ま

し
た
。取
材
当
日
は
、フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
安
田
菜
津
紀
さ
ん
と

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
役
の
ロ
ザ
ン
宇
治

原
さ
ん
が
同
行
し
、風
化
問
題
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
大
切
さ
に
つ
い

て
、私
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

私
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
取
材
は
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
桜
ラ
イ
ン
３
１
１
」

で
す
。こ
の
活
動
は
、津
波
の
到
達

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
桜
の
木
を
植
え

る
と
い
う
も
の
で
、震
災
か
ら
八
ケ

月
が
経
っ
た
二
〇
一
一
年
十
一
月

に
初
め
て
植
え
ら
れ
た
と
い
う
桜

の
木
の
場
所
に
案
内
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。海
岸
か
ら
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
も
離
れ
て
い
る
そ
の
場
所

か
ら
は
、海
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
当
に
こ
ん
な
に
遠
く
ま
で
津
波

が
押
し
寄
せ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

ど
う
し
て
も
現
実
を

受
け
入
れ
ら
れ
ず
に

い
る
と
、
す
ぐ
横
に

あ
る
浄
土
寺
と
い
う

寺
の
壁
が
下
半
分
だ

け
新
し
く
改
装
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
が

付
き
ま
し
た
。津
波

の
痕
跡
を
目
の
前
に

し
て
、
改
め
て
自
然

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。

　

家
で
見
て
い
た
テ

レ
ビ
の
映
像
で
は
、

大
変
危
険
な
印
象
だ

っ
た
区
域
も
、
実
際

に
そ
の
場
に
立
っ
て

み
る
と
安
全
な
場
所

に
感
じ
ま
す
。も
し

あ
の
日
、
私
が
こ
こ

に
い
た
ら
急
い
で
避
難
す
る
こ
と

が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。お
そ
ら
く
で

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。私
は
今

ま
で
、な
ぜ
大
勢
の
人
が
逃
げ
遅
れ

て
し
ま
っ
た
の
か
疑
問
に
思
っ
て

い
ま
し
た
。逃
げ
る
こ
と
な
ん
て
簡

単
じ
ゃ
な
い
か
と
も
思
っ
て
い
ま

し
た
。で
も
陸
前
高
田
市
を
訪
れ

て
、自
主
的
に
避
難
す
る
こ
と
の
難

し
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。だ
か
ら
こ

そ
、桜
ラ
イ
ン
３
１
１
の
岡
本
さ
ん

た
ち
の
活
動
は
絶
対
に
必
要
な
こ

と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。今
後
大
津
波

が
起
こ
っ
て
も
、桜
並
木
を
目
印
に

大
勢
の
人
が
避
難
で
き
る
は
ず
だ

か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、岡
本
さ
ん
か
ら
防
災
に

は「
風
化
」と
い
う
問
題
も
あ
る
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。実

は
三
陸
海
岸
で
は
過
去
に
二
度
、今

回
と
同
規
模
の
津
波
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。体
験
し
た
私
た
ち
の
ご
先

祖
様
は
、岡
本
さ
ん
た
ち
と
同
じ
よ

う
に
津
波
の
到
達
地
点
に
石
碑
を

立
て
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。七
十 

八
年
の
月
日
が
流
れ
、人
々
の
記
憶

が
次
第
に
薄
れ
、ほ
と
ん
ど
の
人
に

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
伝
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。こ
の
話
を
知
り
、

私
は
今
年
八
十
歳
に
な
る
祖
母
に

昭
和
三
陸
地
震
を
知
っ
て
い
る
か

聞
い
て
み
ま
し
た
が
、「
知
ら
な
い
」

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
母
も
私
も
知
り
ま
せ
ん
。

情
報
は
語
り
継
い
で
い
か
な
い
と

風
化
し
、途
絶
え
て
し
ま
う
の
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
高
い
防
災
意
識
を
持

ち
、先
祖
か
ら
の
教
訓
を
大
切
に
守

り
続
け
た
人
々
の
住
む
村
で
は
、全

員
が
無
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。七
十 

八
年
前
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、村

人
た
ち
の
命
を
救
っ
た
の
で
す
。

　

危
機
意
識
を
持
ち
続
け
る
と
い

う
こ
と
は
、一
見
簡
単
そ
う
な
よ
う

で
、実
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、東
北
の
人
た
ち
は
東
日
本

大
震
災
の
記
憶
が
、人
々
の
中
か
ら

姿
を
消
さ
な
い
よ
う
に
桜
ラ
イ
ン

を
作
っ
た
り
、奇
跡
の
一
本
松
を
残

し
た
り
、語
り
部
を
す
る
な
ど
、防

災
を
伝
え
よ
う
と
い
う
町
づ
く
り

に
励
ん
で
い
ま
す
。な
ら
ば
、私
た

ち
に
も
何
か
で
き
る
は
ず
で
す
。今

は
、鮮
明
に
覚
え
て
い
る
三
月
十
一

日
の
記
憶
や
、震
災
に
対
す
る
防
災

意
識
も
時
と
と
も
に
薄
れ
て
い
き

ま
す
。た
と
え
辛
い
こ
と
で
も
、風

化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、自
分
ひ
と

り
の
中
だ
け
で
留
め

て
お
く
の
で
は
な
く
、

積
極
的
に
次
の
世
代

に
伝
え
て
い
く
べ
き

で
す
。「
伝
え
る
」と
い

う
使
命
感
を
持
つ
こ

と
で
、私
た
ち
自
身
も

震
災
を
意
識
し
な
が

ら
生
活
で
き
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。あ
の
日

の
よ
う
な
震
災
は
、決

し
て
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ

そ
、
教
訓
を
受
け
継

ぎ
、体
験
し
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
震
災
に

あ
っ
た
時
で
も
被
害

を
少
な
く
で
き
る
は

ず
で
す
。

　

ま
た
私
は
、実
際
に

東
北
へ
行
く
こ
と
で
、映
像
や
言
葉

で
は
伝
え
き
れ
な
い
、津
波
の
本
当

の
怖
さ
や
被
災
地
で
の
前
向
き
に

生
き
る
人
の
姿
と
思
い
に
触
れ
、現

実
を
よ
り
強
く
心
に
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。だ
か
ら
、言
葉
で
伝

え
る
こ
と
に
加
え
、積
極
的
に
東
北

を
訪
れ
、自
分
の
眼
で
見
る
こ
と
も

大
切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
命
、た
く
さ
ん
の
人
の
命

を
守
る
た
め
に
、未
来
の
人
た
ち
に

記
憶
と
い
う
バ
ト
ン
を
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
。こ
れ
が
、今
生
き
て
い

る
私
た
ち
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。

取材に臨む浦野さん

メンバーの集合写真（後列左から2人目が浦野さん）
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梅
雨
の
合
間
に
見
せ
た
太

陽
の
下
、六
月
二
十
二
日（
土
）

に
附
属
成
田
幼
稚
園
で
、毎
年

恒
例
の「
聖
徳
子
ど
も
ま
つ

り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
子
ど
も
ま

つ
り
は
、
父
母
の

会
幹
事
の
方
を
中

心
と
し
た
全
園
児

の
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、手

作
り
品
・
献
品
・
お

弁
当
や
ジ
ュ
ー
ス

等
の
販
売
、
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く

い
等
の
ゲ
ー
ム
を

行
っ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
で
は
、お

化
け
屋
敷
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

を
用
意
し
ま
し
た
。ま
た
、園
児

の
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
ホ
ー

ル
に
飾
り
、日
ご
ろ
の
活
動
の

一
端
を
見
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

保
護
者
の
方
と
う
れ
し
そ

う
に
登
園
し
て
き
た
園
児
は
、

た
く
さ
ん
の
お
店
が
並
び
、い
つ

も
と
は
違
っ
た
幼
稚
園
の
様

子
に
驚
き
な
が
ら
も
、わ
く
わ

く
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
だ
り
、「
お
化
け
屋

敷
、
怖
か
っ
た
ね
」「
か
わ
い

い
エ
プ
ロ
ン
早
く
着
た
い
な
」

等
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、

お
弁
当
や
ケ
ー
キ
を
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

在
園
児
だ
け
で
な
く
、卒
園

生
や
未
就
園
児
の
方
々
が
多

数
お
越
し
く
だ
さ
り
、た
く
さ

ん
の
笑
顔
と
歓
声
の
中
、大
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

当
日
の
売
り
上
げ
は
、幼
児
の

教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。計
画
・
準
備
か
ら
当

日
の
運
営
・
片
付
け
ま
で
し
て

く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
方
々

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

六
月
二
十
五
日（
火
）に
年

中
児
・
年
長
児
を
対
象
と
し
た

「
交
通
安
全
教
室
」を
開
催
し

　

六
月
一
日（
土
）、附
属
浦
安

幼
稚
園
の
同
窓
会「
知
水
会
」が

開
か
れ
ま
し
た
。今
年
三
月
に

卒
業
し
た
ば
か
り
の
小
学
一
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童

百
八
十
四
名
が
来
園
し
ま
し
た
。

当
日
は
、玄
関
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
か
ら
歓
声
が
上
が
り
、同
じ

ク
ラ
ス
だ
っ
た
友
達
や
懐
か
し

い
先
生
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　

幼
稚
園
ホ
ー
ル
に
卒
園
生
た

ち
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。一

年
生
は
、表
情
も
す
っ
か
り
お

兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
な
り
、卒

園
し
て
わ
ず
か
三
カ
月
足
ら
ず

で
す
が
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、う
れ
し
さ
と
興
奮
の

あ
ま
り
、ふ
ざ
け
て
し
ま
う
姿

は
幼
稚
園
の
こ
ろ
の
ま
ま
で
し

た
。

ま
し
た
。こ
れ
は
、
浦
安
市
交

通
安
全
課
が「
幼
児
の
交
通
事

故
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
た
め
」に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、ホ
ー
ル
に
横
断
歩

道
、車
用
信
号
機
と
歩
行
者
用

信
号
機
が
設
置
さ
れ
、い
つ
も

と
は
違
っ
た
環
境

と
交
通
安
全
協
会

の
交
通
指
導
員
の

方
の
服
装
を
見
て
、

「
あ
！　
お
ま
わ
り

さ
ん
が
い
る
よ
！
」

「
信
号
も
あ
る
！
」

と
、園
児
た
ち
は
少

し
興
奮
気
味
で
し

た
。

　

始
め
に
交
通
安

全
課
の
方
か
ら
の

「
な
ぜ
交
通
ル
ー
ル

守
る
の
？
」と
い
う

質
問
に
、園
児
た
ち

は「
車
に
ぶ
つ
か
っ

て
ケ
ガ
を
し
ち
ゃ

う
か
ら
」と
答
え
て

い
ま
し
た
が
、「
皆
の
一
つ
し
か

な
い
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

あ
る
」と
い
う
話
に
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

園
児
に
お
な
じ
み
の
映
画「
お

じ
ゃ
る
丸
の
交
通
安
全
」を
観

て
、実
際
に
信
号
機
の
見
方
や

渡
り
方
に
つ
い
て
詳
し
く
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
園
児
た
ち
が
体
験
す

る
そ
の
時
、ホ
ー
ル
の
扉
が
開

い
て
千
葉
県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
チ
ー
バ
く
ん
」が
登
場
し
ま

し
た
。チ
ー
バ
く
ん
と
一
緒
に

「
三
歩
下
が
っ
て
、右
左
右
、手

を
挙
げ
て
渡
り
ま
す
」と
言
い

な
が
ら
渡
る
姿
は
真
剣
そ
の
も

の
で
す
。

　

本
園
で
は
、徒
歩
・
自
転
車
で

の
通
園
を
し
て
い
る
の
で
、園

児
に
と
っ
て
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
や
、安
全
に
行
動
で
き

る
習
慣
や
態
度
を
身
に
つ
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
園
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
」と

声
を
か
け
る
と
、照
れ
く
さ
そ

う
に
歌
い
始
め
ま
し
た
が
、み

ん
な
で
声
を
合
わ
せ
、元
気
に

歌
え
ま
し
た
。退
職
さ
れ
た
先

生
方
や
現
職
の
先
生
の
お
話
を

聞
き
、い
よ
い
よ
お
待
ち
か
ね

の
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
保
育

科
の
掃
守
純
一
郎
准
教
授
に
よ

る
人
形
劇
を
観
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、一
年
生
は
、ク
ラ
ス

ご
と
に
分
か
れ
て
懐
か
し
い
先

生
や
友
達
に
近
況
報
告
を
し

て
、卒
園
ア
ル
バ
ム
を
受
け
取

り
ま
し
た
。二
年
生
は
、「
椅
子

取
り
ゲ
ー
ム
」、
三
年
生
以
上

は「
な
ん
で
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
」を

し
ま
し
た
。高
学
年
に
な
る
と

身
長
も
教
員
を
追
い
越
し
ま
す

が
、遊
び
始
め
る
と
当
時
の
面

影
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
年
に
一
度
の
知

水
会
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

魚がつれたよ

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

交
通
安
全
教
室

～
チ
ー
バ
く
ん
と
一
緒
に
～

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

大
盛
況
！

聖
徳
子
ど
も
ま
つ
り

　

六
月
一
日（
土
）、お
父
さ
ま

を
お
迎
え
し
て
、「
父
親
参
観
・

小
運
動
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
天
候
の
下
、始
め

に
総
園
長
先
生
の
挨
拶
、講
師

の
聖
徳
大
学
大
学
院
教
職
研
究

科
准
教
授
・
百
瀬
定
雄
先
生
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
が
大
学
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
勢
揃
い
し
、い
よ
い
よ
小

運
動
会
の
始
ま
り

で
す
。年
長
児
は

手
を
大
き
く
振

り
、足
を
高
く
上

げ
て
の
行
進
で

す
。年
中
児
は
次

第
に
列
の
間
隔
が

広
く
な
り
、慌
て

て
追
い
か
け
る
様

子
も
見
ら
れ
ま
し

た
。最
後
に
入
場

す
る
の
は
こ
の
日

で
登
園
三
十
九
日

目
の
年
少
児
。前

進
す
る
の
み
で
し
た
が
、何
と

か
先
生
に
つ
い
て
入
場
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

百
瀬
先
生
に
よ
る
解
説
で
、

か
け
っ
こ・競
技
を
行
い
ま
し
た
。

礼
儀
正
し
く
参
観
す
る
お
父

さ
ま
方
へ
、「
も
っ
と
声
を
出
し

て
応
援
し
て
い
い
で
す
よ
」と

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
る
と
、「
○
○

ガ
ン
バ
レ
！
」「
ヨ
ッ
シ
ャ
！
」

等
と
急
に
に
ぎ
や
か
な
応
援

と
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
親
子
体
操
で
は
、身

近
に
あ
る
タ
オ
ル
を
使
っ
て
、

運
動
あ
そ
び
を
取
り
入
れ
、楽

し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。み
ん
な
の
元
気
な
笑
い
声

と
笑
顔
で
あ
ふ
れ
、と
て
も
ほ

ほ
笑
ま
し
い
光
景
で
し
た
。

　

今
後
も
喜
ん
で
運
動
あ
そ
び

が
で
き
る
よ
う
、ま
た
、ね
ら
い

を
達
成
す
る
た
め
の
援
助
方
法

や「
最
後
ま
で
が
ん
ば
る
気
持

ち
」を
育
て
ら
れ
る
よ
う
考
え

て
い
き
ま
す
。

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●

チーバくんに園児たちは大喜び

人形劇の世界に引き込まれる卒園生

　

六
月
十
一
日（
火
）、附
属
第

二
幼
稚
園
で
毎
年
恒
例
の「
生

活
発
表
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

梅
雨
に
入
り
、あ
い
に
く
の
雨

で
し
た
が
、朝
早
く
か
ら
開
場

を
待
つ
保
護
者
の
方
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

四
百
名
の
保
護
者
の
方
で

ホ
ー
ル
が
熱
気
に
あ
ふ
れ
る
中
、

始
め
に
川
並
知
子
総
園
長
先

生
か
ら
集
団
生
活
で
の
幼
児

の
学
び
や
教
育
の
効
果
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
後
、年
中
児
の
歌
と
合
奏
で

幕
が
あ
き
ま
し
た
。入
園
し
て

ち
ょ
う
ど
五
十
日
目
と
い
う
年

少
児
の「
り
ん
ご
が
ド
ス
ー

ン
」
の
リ
ズ
ム
あ
そ
び
で
は
、

大
き
な
声
で
セ
リ
フ
を
言
う

園
児
や
、観
客
の
数
に
圧
倒
さ

れ
立
ち
す
く
ん
で
し
ま
う
園
児

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。年
中

児
は「
た
ろ
う
の
と
も
だ
ち
」、

年
長
児
は「
金
の
が
ち
ょ
う
」

の
リ
ズ
ム
あ
そ
び
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

発
表
会
は
静
か
な
中
に
ほ

ほ
笑
み
と
温
か
い

拍
手
に
包
ま
れ
、園

児
は
と
て
も
う
れ

し
そ
う
で
し
た
。

　

幼
児
教
育
は
見

え
な
い
教
育
で
あ

り
、木
の
根
っ
こ
に

例
え
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。人
間

教
育
の
基
礎
と
な

る
教
育
を
将
来
に

向
け
、園
児
一
人
ひ

と
り
が
達
成
感
や

有
能
感
を
味
わ
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
意
欲
的
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
保

育
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

笑
顔
が
あ
ふ
れ
た

生
活
発
表
会

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

お父さん、だーい好き！

父
親
参
観
・
小
運
動
会

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

一緒に踊る楽しさや見ていただく喜びを実感できました

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

同
窓
会

知
水
会

な
つ
か
し
い
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
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六
月
二
十
八
日（
金
）、
入

園
・
進
級
し
て
か
ら
約
三
カ

月
、成
長
し
た
姿
を
見
て
い
た

だ
く「
生
活
発
表
会
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。園
児
た
ち
は
日
々

歌
や
踊
り
、合
奏
の
練
習
を
し

て
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。当
日

は「
ど
き
ど
き
す
る
ね
」「
今
日

は
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が

観
に
来
る
ん
だ
」と
、少
し
緊

張
し
つ
つ
も
始
ま
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
全
園
児
で
園
歌
と

童
謡「
か
わ
い
い
魚
屋
さ
ん
」

を
元
気
い
っ
ぱ
い
歌
い
、そ
の

後
、年
中
児
・
年
少
児
で「
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
の
歌
」を
元
気
に

楽
し
く
歌
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。年
長
児
は
、
初
め
て
の

サ
カ
ホ
ー
ン
と
合
奏「
錨
を
あ

げ
て
」を
演
奏
し
、友

達
の
音
を
聞
き
な
が

ら
気
持
ち
を
合
わ
せ

て
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

遊
戯
で
は
、
各
学

年
の
発
達
が
見
え
、

初
め
て
発
表
会
に
参

加
し
た
年
少
児
は
そ

れ
ぞ
れ
大
好
き
な
動

物
に
な
っ
て
喜
ん
で

「
ど
き
ど
き
く
ま
さ

ん
」の
お
話
に
参
加

し
、年
中
児
は「
ゴ
リ

ラ
の
パ
ン
屋
さ
ん
」

の
お
話
に
親
し
み
、

友
達
と
一
緒
に
楽
し

く
踊
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。年
長
児
は
、

「
う
ら
し
ま
た
ろ
う
」の
お
話

を
友
達
と
一
緒
に
役
に
な
り

き
り
、イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
な
が

ら
場
面
に
あ
っ
た
動
き
を
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
保
護
者

の
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
拍
手

を
い
た
だ
き
、園
児
た
ち
は
う

れ
し
そ
う
な
表
情
を
し
て
い

ま
し
た
。

ステージからあふれる園児のパワー

　

七
月
七
日
の
七
夕
に
ち
な
み
、

幼
稚
園
で
も
ク
ラ
ス
ご
と
、笹

に
園
児
た
ち
手
作
り
の
色
と

り
ど
り
の
飾
り
を
つ
け
ま
す
。

家
で
も
飾
れ
る
よ
う
に
と
、笹

飾
り
と
短
冊
に
願
い
を
書
い

て
持
ち
帰
り
ま
す
。学
年
ご
と

に
織
姫
・
彦
星
の
飾
り
と
三
角

つ
な
ぎ
、輪
飾
り
、貝
飾
り
な
ど
、

年
齢
に
合
わ
せ
た
技
法
で
制

作
し
、持
ち
帰
り
ま
す
。

　

ま
た
、毎
年
幼
稚
園
を
代
表

し
て
、年
中
児
が
浜
松
町
に
あ

る「
旧
芝
離
宮
恩
賜
庭
園
」へ

幼
稚
園
バ
ス
に
乗
っ
て
、自
分

た
ち
の
作
っ
た
笹
飾
り
を
飾

り
に
行
き
ま
す
。本
物
の
笹
の

ど
こ
に
飾
ろ
う
か
と
一
人
ひ

と
り
が
考
え
て
飾
る
の
も
、園

児
た
ち
の
楽
し
み
の
一
つ
の

よ
う
で
す
。実
際
に
飾
っ
た
笹

を
見
な
が
ら
、「
綺
麗
だ
ね
」

「
お
空
か
ら
織
姫
や
彦
星
も
見

　

六
月
十
五
日（
土
）、晴
天
の

中
、楽
し
み
に
し
て
い
た
二
百

人
の
卒
園
生
が
出
席
し
、「
な
ご

み
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
園
長
、な
ご
み
会
会
長
の

あ
い
さ
つ
で
会
が
始
ま
り
、皆

で
園
歌
を
歌
っ
た
あ
と
、今
年

は「
聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
創

立
八
十
周
年
」の
記
念
の
年
と

い
う
こ
と
で
、聖
徳
大
学
短
期

大
学
部
保
育
科
・
掃
守
純
一
郎

准
教
授
の
人
形
劇
や
手
あ
そ
び

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

低
学
年
か
ら
高
学
年
の
児
童

た
ち
ま
で
一
体
と
な
っ
て
真
剣

な
表
情
で
、大
き
な
声
で
笑
い

な
が
ら
見
た
り
す
る
姿
が
あ
り

ま
し
た
。そ
の
後
は
休
息
を
か

　

六
月
一
日（
土
）に
卒
園
生
が

集
ま
る「
わ
か
ば
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。一
年
生
か
ら
六
年

　

六
月
二
十
二
日（
土
）に
多
摩

中
央
幼
稚
園
の
同
窓
会「
和
香

竹
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日

は
前
日
ま
で
の
台
風
も
皆
の
パ

ワ
ー
で
吹
き
飛
ば
し
、天
気
に

も
恵
ま
れ
、一
年
生
か
ら
中
学

生
ま
で
計
二
百
二
十
二
名
と
、

昨
年
度
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
卒

園
生
が
参
加
し
、と
て
も
に
ぎ

や
か
な
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
会
う
友
達
や
幼

稚
園
の
先
生
と
の
再
会
に
少
し

恥
ず
か
し
が
り
な
が
ら
も
終
始

笑
顔
が
絶
え
ず
、昔
話
に
花
が

咲
い
て
い
ま
し
た
。第
一
部
は
、

橋
本
素
子
同
窓
会
会
長
の
お
話

を
聞
き
、懐
か
し
い
園
歌
を
思

い
出
し
な
が
ら
歌
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
園
歌
で
し
た
が

え
る
か
な
？
」
な
ど
、
園
児
の

会
話
も
弾
み
ま
す
。

　

都
心
で
は
な
か
な
か
本
物

の
笹
に
飾
り
を
つ
け
る
と
い
う

経
験
が
で
き
な
い
の
で
、幼
稚

園
で
も
実
物
を
飾
り
な
が
ら
、

七
夕
の
由
来
を
伝
え
た
り
、歌

を
歌
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。園

児
な
り
に
伝
統
行
事
を
理
解

し
、学
ん
で
い
け
る
よ
う
、こ

れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ね
て
、皆
で
お
や
つ
の
時
間
で
す
。

仲
良
し
の
友
達
だ
け
で
な
く
、

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
達
や
先

生
と
近
況
報
告
を
し
、思
い
出

話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
や
つ
の
後
は
、児
童
た
ち

が
年
長
の
時
の
発
表
会
で
行
っ

た
、オ
ペ
レ
ッ
タ
の
カ
ー
ド
を

使
っ
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し

た
。自
分
の
カ
ー
ド
が
当
た
っ

た
時
の
喜
ぶ
姿
は
、何
歳
に
な
っ

て
も
か
わ
い
い
も
の
で
し
た
。

　

短
い
時
間
で
も
、幼
稚
園
時

代
に
戻
っ
て
先
生
や
友
達
と
過

せ
た
こ
と
は
、児
童
た
ち
に
と

っ
て
い
い
思
い
出
と
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。こ
れ
か
ら
も
年

一
回
の「
な
ご
み
会
」が
児
童
た

ち
の
楽
し
み
な
日
に
な
る
よ
う

に
計
画
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

生
ま
で
百
三
十
九
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。「
先
生
！！
」と
駆
け
寄

っ
て
く
る
一
年
生
や
、「
久
し
ぶ

り
だ
ね
」「
○
○
く
ん
来
る
か

な
？
」と
友
達
同
士
あ
い
さ
つ

を
交
わ
し
、楽
し
そ
う
に
話
を

す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。高

学
年
に
な
る
と
少
し
恥
ず
か
し

そ
う
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
六

年
生
も
八
名
も

来
て
く
れ
、
大

き
く
成
長
し
た

姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
懐
か
し

い
友
達
や
先
生

を
見
つ
け
る

と
、
と
て
も
う

れ
し
そ
う
で
し

た
。

　

会
が
始
ま
る

と
、
歌
を
歌
っ

た
り
、
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
や
ジ
ャ

大
き
な
声
で
歌
う
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、全
員
で
楽
し

く
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

○
×
ク
イ
ズ
は「
え
え
、わ
か
ん

な
い
よ
」と
言
う
声
も
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
が
、正
解
す
る
と

大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。ナ
ン

バ
ー
コ
ー
ル
は
、幼
稚
園
時
代

ン
ケ
ン
列
車
、王
様
ジ
ャ
ン
ケ

ン
等
、幼
稚
園
の
こ
ろ
遊
ん
だ

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。他

学
年
が
入
り
混
じ
っ
て
、と
て

も
楽
し
い
雰
囲
気
で
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

お
や
つ
の
時
間
に
は
、友
達

や
先
生
と
思
い
出
話
、学
校
の

話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

会
終
了
後
に
は
、園
庭
を
走
り

回
っ
た
り
、一
年
生
は
久
し
ぶ

り
に
三
輪
車
に
乗
っ
て
み
た
り

と
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、「
来
年

も
来
ま
す
！
」「
中
学
校
に
行
っ

て
も
来
た
い
で
す
」「
次
は
、運

動
会
に
遊
び
に
来
ま
す
」と
言

っ
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。卒

園
生
に
と
っ
て
、い
つ
ま
で
も

幼
稚
園
が
大
好
き
な
場
所
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。楽
し
か
っ

た
幼
稚
園
時
代
に
戻
る
楽
し

い
ひ
と
と
き
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

か
ら
の
親
し
み
の
あ
る
ゲ
ー
ム

で
、先
生
が
言
っ
た
人
数
を
聞

い
て
、近
く
の
友
達
や
他
の
学

年
の
友
達
や
先
生
た
ち
と
声

を
掛
け
合
い
な
が
ら
指
示
さ
れ

た
人
数
で
集
ま
り
、白
熱
し
た

ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。王
様

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
は
、勝
ち
進
ん

で
い
こ
う
と
い
う
意
気
込
み
が

先
生
や
お
手
伝
い

を
し
て
く
だ
さ
っ

た
旧
幹
事
の
お
母

さ
ま
方
に
も
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
後
の
テ

ィ
ー
タ
イ
ム
で
は
、

お
茶
と
お
菓
子
を

い
た
だ
き
、話
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。一

年
に
一
度
の
会
で

す
が
、み
ん
な
で
集

ま
る
こ
と
の
で
き

る
機
会
を
存
分
に

楽
し
み
ま
し
た
。

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

た
な
ば
た

元
気
い
っ
ぱ
い
の

生
活
発
表
会

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

園
児
た
ち
の
大
好
き
な

水
遊
び
・
プ
ー
ル
遊
び

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

本物の笹に願いをこめて
　

毎
年
七
月
・
八
月
に
園
児
た

ち
の
大
好
き
な
水
遊
び
・
プ
ー

ル
遊
び
が
行
わ
れ
ま
す
。色
と

り
ど
り
の
水
着
に
着
替
え
て

か
ら
、朝
顔
や
京
紙
を
使
っ
て

色
水
遊
び
を
し
た
り
、ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
牛
乳
パ
ッ
ク
に
穴

を
開
け
て
シ
ャ
ワ
ー
に
し
て

水
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

　
「
先
生
、
赤
と
青
の
色
水
を

合
わ
せ
た
ら
、紫
色
に
な
っ
た

よ
！
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

と
発
見
が
あ
り
、目
を
丸
く
し

て
驚
い
て
い
ま
す
。ま
た
、
い

つ
の
間
に
か
泥
遊
び
に
変
わ

り
、全
身
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て

砂
と
違
っ
た
感
触
に
大
喜
び

し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

プ
ー
ル
遊
び
は
、幼
稚
園
ホ

ー
ル
横
の
プ
ー
ル
で
楽
し
み

ま
す
。園
庭
で
ラ
ジ
オ
体
操
や

リ
ズ
ム
遊
び
で
体
全
体
を
ほ

ぐ
し
た
後
、プ
ー
ル
遊
び
の
始

ま
り
で
す
。
プ
ー
ル
の
中
で

「
先
生
、見
て
て
」と
、泳
い
で

見
せ
た
り
、顔
を
プ
ー
ル
に
つ

け
た
り
と
、で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
自
慢
げ
に
見
せ

た
り
す
る
園
児
も
い
ま
す
。水

が
苦
手
な
園
児
に
は
無
理
強

い
を
せ
ず
、遊
び
な
が
ら
水
を

怖
が
ら
な
い
よ
う
に
足
だ
け

入
っ
た
り
、友
達
と
手
を
つ
な

い
で
入
っ
て
み
た
り
と
、少
し

ず
つ
水
に
慣
れ
る

よ
う
に
導
い
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
員

で
プ
ー
ル
の
中
を

一
方
通
行
で
マ
ラ

ソ
ン
を
し
、「
流
れ

る
プ
ー
ル
」を
作

っ
て
遊
ぶ
な
ど
毎

年
大
盛
り
上
が
り

で
す
。暑
い
夏
の

暑
さ
し
の
ぎ
に
も

な
り
、
全
身
遊
び

が
体
も
心
も
成
長

さ
せ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま

す
。

夏の遊び第一位のプール遊び

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

同
窓
会

和わ

香か

竹た

け

会

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

同
窓
会

な
ご
み
会

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

同
窓
会

和わ

か

ば

香
葉
会

み
ん
な
楽
し
く

パ
ワ
ー
全
開
、同
窓
会

ジャンケンで勝負

ホールはゲームで熱気があふれていました
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ご意見・ご感想の宛て先
〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

〈アンケート URL〉 http://www.seitoku. jp/gakuen/flash/

13.8.1 re（18,5）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ　第67号
発行人／川並 弘純　　編集／総務課

読者の声

会期／ 好評開催中 〜12月21日（土）
 9：00〜17：00（休館日：毎日曜日・祝日と
	 入場無料	 学事日程による休業日）
会場／ 聖徳大学8号館1階ギャラリー  

会期／ 好評開催中 〜10月31日（木）
 9：00〜17：00（休館日：毎日曜日・祝日と
	 入場無料	 学事日程による休業日）
会場／ 聖徳大学8号館1階
 利根山光人記念ギャラリー

特別展覧会／聖徳学園創立80周年記念
「ちりめん本

長谷川武次郎コレクション」展

特別展覧会
「利根山光人コレクション」展

　聖徳大学音楽学部音楽総合学科の音楽教員養成コースでは、従来の「小学校二種」
免許に加えて、新たに「小学校一種」免許の取得が可能になりました。音楽に優れている
ことは、小学校教員として大きな強みになります。
　そんな本コースの魅力を知っていただくために、8月4日（日）のオープンキャンパス
では、「音教まつり」を開催します。《マイ バラード》の作詞作曲でおなじみの本コース、
松井孝夫准教授による合唱体験授業、コース学生による合唱ステージ、教員による相談
コーナーや展示などをご用意しています。
合唱体験授業では、学生と一緒に歌って
いただき、松井准教授の楽しいレッスンを
体験しましょう。その前後には、大学生活の
こと、就職準備のことなど、在学生にいろ
いろ聞いてみてください。
　体験授業はお昼前後に2回、合唱ス
テージは12時40分から13時20分まで
の1回を予定しています。詳しいスケ
ジュールは当日のパンフレットでご確認
ください。

音楽に強い小学校の先生なら聖徳大学音楽学部♪

▶8月8日［木］
13：00〜15：00

▶8月24日［土］
10：00〜12：00

▶9月21日［土］
10：00〜12：00

▶9月18日［水］
20：00〜21：30

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子）　●お問い合わせ：  03-5476-8811（代）

▶9月13日
［金］

▶9月6日
［金］

▶9月18日
［水］

▶9月24日
［火］

▶9月13日
［金］

▶9月29日
［日］

▶10月5日
［土］

▶9月22日
［日］

▶10月4日
［金］

▶10月15日
［火］

▶10月16日
［水］

▶9月14日
［土］

▶9月7日
［土］

▶10月5日
［土］

▶9月22日
［日］

▶9月29日
［日］

▶10月6日
［日］

▶10月15日
［火］

▶10月12日
［土］

▶10月11日
［金］

▶10月10日
［木］

▶9月7日［土］・9月29日［日］ 9：30〜
※聖徳祭併催 ▶9月15日［日］ 9：30〜▶8月24日［土］ 9：30〜

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校　●お問い合わせ：  047-392-8111（代）

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校　●お問い合わせ：  0297-83-8111（代）

■ 聖徳大学附属小学校（共学）　●お問い合わせ：  047-392-3111（代）

学校説明会

わくわくオープンスクール

▶11月3日［日］ 
　 10：30〜16：00

▶11月24日［日］ 
　 10：30〜16：00

▶11月17日［日］  10：30〜16：00

▶9月5日［木］  15：30〜18：30

▶9月10日［火］  14：30〜18：00

▶9月8日［日］  10：30〜16：00

▶9月1日［日］  10：30〜16：00 ▶10月27日［日］  10：30〜16：00

▶9月11日［水］  14：30〜18：00

▶9月22日［日］  10：30〜16：00

▶10月6日［日］  10：30〜16：00 ▶9月15日［日］  10：30〜16：00

▶8月25日［日］  9：15〜12：20

▶9月7日［土］・9月21日［土］・11月16日［土］

学校説明会関係行事のご案内

学園祭　開催案内

昼の 夜の

※詳細につきましては、お問い合わせください。

進学相談会 学校説明会

【 授業見学 （自由見学） 】
9：00〜11：20（受付／8：30〜）

【 学校説明 】
10：00〜10：40

【 入試説明 】
10：50〜11：20

【 会食体験 （希望者） 】
11：30〜12：00
12：00〜 解散
　　　　		〈希望者個別相談あり〉

平成25年度 大学・短期大学部／後援会・保護者会 開催日程
・ 9月1日（日） 10：30 静岡県支部総会・保護者会 静岡・ホテルアソシア静岡

・ 9月8日（日） 10：30 甲信地区支部総会・保護者会 甲府・ホテル談露館

・ 9月15日（日） 10：30 東北（南）支部総会・保護者会 郡山ビューホテルアネックス

・ 9月22日（日） 10：30 新潟地区支部総会・保護者会 ホテルニューオータニ長岡

・ 10月6日（日） 10：30 東北（北）支部総会・保護者会 盛岡・ホテルニューカリーナ

・ 10月27日（日） 10：30 九州・沖縄地区支部総会・保護者会 ホテル日航那覇グランドキャッスル

・ 11月3日（日） 10：30 東京地区・茨城県支部総会・保護者会（合同） 聖徳大学松戸キャンパス

・ 11月17日（日） 10：30 北関東支部総会・保護者会 大宮・JA共済埼玉ビル

・ 11月24日（日） 10：30 千葉県支部総会・保護者会 聖徳大学松戸キャンパス

※注：上記内容は予定であり、一部変更する場合がございます。
　各支部パーティーの場所等詳細につきましては、準備が整い次第、郵送にてご案内いたします。

大学院・大学・短期大学部　同窓会
平成25年度 「香和会」支部パーティー 開催日程

【お問い合わせ】    香和会事務室　Tel.047-366-5084（直通）

甲州・中部・東海支部

北 海 道・東 北 支 部

北 陸・上 信 越 支 部

九 州 ・ 沖 縄 支 部

北 関 東 支 部

南 関 東 支 部
近畿・中国・四国支部

支 部 名 日 程 場 所時間

9 8月 日（日）

9 15月 日（日）

9 22月 日（日）

10 27月 日（日）

11 17月 日（日）

11 24月 日（日）

12 14月 日（土）

夏休みの宿泊予約

☆レイトサマープラン☆
期間限定のレイトサマープランがあります。（特典付き）

8月19日（月）〜8月31日（土）のご宿泊限定

まだ間に合う!!

農作業体験や散策路、馬事公苑もあり、様々な自然体験をご用意しております。
ホームページでもご確認いただけます。 http://www.kasuganomori.com

ご予約はお電話にて　電話：0267-52-2111

12：00 〜

12：30 〜

12：00 〜

13：00 〜

14：00 〜

14：00 〜

13：30 〜

ホテル談露館（甲府市）

ニューオータニ長岡（長岡市）

郡山ビューホテルアネックス（郡山市）

ホテル日航那覇グランドキャスル（那覇市）

銀座アスター　大宮賓館（さいたま市）

聖徳大学松戸キャンパス（松戸市）

ホテルグランヴィア大阪（大阪府）

各校、各園でも学園祭が開催されます。特色を生かした楽しい催しものを計画しています。
ぜひお出かけください。

第49回 聖徳祭

第31回 聖徳祭

第31回 聖徳祭

聖徳にこにこまつり
聖徳にこにこまつり
聖徳にこにこまつり

第28回 聖徳祭

大学・短大部 第49回 聖徳祭 ステージ発表 〔川並香順記念講堂〕

文化祭
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11月9日（土）・10日（日）

9月29日（日）

9月22日（日）

11月3日（日）
10月27日（日）
10月20日（日）

10月27日（日）

11月9日（土）

11月3日（日）

スマイル聖徳 Festa

「RESTART」

It's a 聖徳 World 〜私たちに会いにきて〜

つみあげよう、ひろげよう
　ぼくたち・わたくしたちの校風と伝統を

児童文化研究発表会

■ 聖徳大学・聖徳大学短期大学部

■ 附属女子中高

■ 取手聖徳女子中高

■ 三田幼稚園

■ 八王子中央幼稚園

■ 多摩中央幼稚園

■ 附属小学校

■ 附属幼稚園・附属第二幼稚園・附属成田幼稚園・附属浦安幼稚園

■ 幼児教育専門学校

10：00〜15：30

9：00〜14：00

9：00〜14：00

10：00〜14：30

10：00〜14：00

10：00〜14：00

8：10〜15：00

10：00〜12：30

10：00〜14：30
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日本昔噺シリーズ 「EL	SOL（太陽）」	1982年		油彩

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）　●お問い合わせ：  入学センター 0120-66-5531

聖徳大学松戸キャンパス

☆は短大AO入試エントリー
　対象講座あり
★は学食無料体験あり

来て、見て、実感！

※は本学主催

松戸※ 聖徳大学松戸キャンパス

● 全国で実施！進学相談会
　「なかなかキャンパスに足を運べない」という方、ぜひ各地で開催している進学相談会にお越しください。
■ 首都圏

さいたま※ JA共済埼玉ビル

秋田 アルヴェ

■ 東北
盛岡※ ホテルニューカリーナ 郡山※ 郡山ビューホテルアネックス

■ 甲信越

静岡※ホテルアソシア静岡

■ 東海
那覇※ホテル日航那覇グランドキャッスル

■ 沖縄
長岡※ ホテルニューオータニ長岡甲府※ 談露館

宇都宮 マロニエプラザ

■ 関東
水戸 水戸プラザホテル

▶8月4日［日］
10：30〜16：00☆★

▶9月8日［日］
10：30〜16：00★

▶8月17日［土］
10：30〜16：00☆★

▶10月13日［日］
13：00〜16：00

■ 聖徳大学附属幼稚園
●お問い合わせ047-368-6135（代）

■ 聖徳大学附属成田幼稚園
●お問い合わせ0476-26-3371（代）

■ 聖徳大学附属第二幼稚園
●お問い合わせ047-341-6598（代）

■ 聖徳大学附属浦安幼稚園
●お問い合わせ047-721-8181（代）
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見学会 見学会 見学会運動会 運動会 運動会説明会 説明会 説明会
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■ 聖徳学園多摩中央幼稚園
●お問い合わせ：042-676-0777（代）

■ 聖徳学園八王子中央幼稚園
●お問い合わせ：042-664-0972（代）

■ 聖徳学園三田幼稚園
●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

4ページに 情報掲載！


